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１ 　 令和５ 年度当初予算（ 案） ・ 令和４ 年度現計予算 比較表
（ 単位： 千円）

国庫支出金 その他 一般財源

127, 444 98. 4 8, 396 15, 000 102, 043

２ 　 事業別予算額
（ 単位： 千円）

項 目 事　 業 細事業 細々事業
Ｒ ５ 年度

当初予算額
Ｒ ４ 年度

現計予算額
比較増減

障害福祉諸費 共生社会推進費 1 共生社会推進諸費 2, 590 2, 670 △ 80

ともに生きる社会
推進事業費

ともに生きる社会
推進事業費

2
ともに生きる社会実
現推進事業費

40, 711 40, 000 711

3
津久井やまゆり園意
思決定支援推進事
業費

- 12, 272 △ 12, 272

４
津久井やまゆり園意
思決定支援推進事
業費補助

- 1, 200 △ 1, 200

5
障害者グループホー
ム生活支援員加配
事業費補助

- 10, 680 △ 10, 680

６
意思決定支援普及・
定着事業費

19, 858 24, 102 △ 4, 244

７
意思決定支援実践
研修事業費補助

20, 000 - 20, 000

83, 159 90, 924 △ 7, 765

8
共生社会仕組みづ
く り 外出支援モデ
ル事業費

- 722 △ 722

9
地域の支え合い仕
組みづく り 事業費

- 5, 890 △ 5, 890

10
障がい者文化芸術
普及支援事業費

26, 725 24, 370 2, 355

11

未来型障がい者就
労支援等事業費
（ 分身ロ ボッ ト プ
ロ ジェ ク ト ）

1, 541 1, 656 △ 115

12
農福連携マッ チン
グ等支援事業費

3, 544 3, 882 △ 338

13
共生社会推進加速
化事業費

4, 634 - 4, 634

14
と も いき メ タ バー
ス 推進事業費

5, 836 - 5, 836

42, 280 36, 520 5, 760

125, 439 127, 444 △ 2, 005

令和５ 年度当初予算（ 案） の概要（ 共生推進本部室）

障害福
祉費

障害福
祉総務
費

計

計

Ｒ ５ 年度当初予算 財源内訳

社会福
祉費

社会福
祉総務
費

津久井やまゆり園
意思決定支援推
進事業費

津久井やまゆり園
再生推進事業費

意思決定支援普
及・定着事業費

意思決定支援普
及・定着事業費

計

125, 439

Ｒ ５ 年度
当初予算額Ａ

Ｒ ４ 年度
現計予算額Ｂ

増減額( ％)
Ａ /Ｂ

比較増減額
Ａ －Ｂ

△ 2, 005

共生社会推進事
業費

共生社会推進事
業費

1
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１ 　 目　 的

３ 　 主な事業内容

主な事業名及び事業概要 ５ 年度当初予算額

801億1, 261万円

ア 神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例に基づく 取組の実践
一部

① 中井やま ゆり 園等の県立障害者支援施設における 取組
施設利用者の地域生活移行に向けて、 日中活動やグループホーム体験等の充実や移行先

　 グループホームに対する 補助等を行う ほか、 中井やま ゆり 園利用者と 職員が地域と 交流し
　 ながら 宿泊体験する 取組を新たに実施する 。

7, 599万円

② 地域資源（ 人） の充実
地域生活移行を 担う 福祉人材を確保する ため、 イ ンタ ーン シッ プを はじ めと する 各種支

　 援や研修を行う ほか、 地域生活移行を推進する 専門人材を県独自に位置付ける 。
5, 491万円

③ 地域資源（ 場所） の充実
民間障害者支援施設から の地域生活移行を促進する ため、 県独自の研修を受講し た専門

　 人材と 連携し て地域生活移行に取り 組むグループホーム 等に対し て補助する 。 ま た、 地域
 生活移行に資する 提案を民間法人から 募集し 、 その取組に対し て補助する 。

4, 245万円

④ 相談支援体制の充実
障がい者の地域生活移行等を 支える 相談支援事業所の開設を促進する ため、 開設を検討

 する 法人等を 対象と し たセミ ナーの開催等を行う 。 ま た、 障がい者が地域で安心し て暮ら
 せる よ う 、 障がい者差別に対応する 相談体制の充実を 図る 。

1, 534万円

⑤ 障がいに対する 理解促進
障がいに対する 理解を促進する ため、 共生社会を 体感でき る 機会や、 メ タ バース を活用

　 し た新たなコ ミ ュ ニケーショ ンの場を創出し 、 誰も が参加し やすい共生社会を 目指す。
1, 047万円

一部

⑥ 意思決定支援の普及・ 定着
意思決定支援の普及・ 定着のため、 県内障害者支援施設に対し て専門家を派遣する 。 ま

 た、 県版ガイ ド ラ イ ン に基づく 意思決定支援の実践研修を行う と と も に、 研修参加に伴う
 代替職員等の経費の一部を補助する 。

3, 985万円

イ と も に生き る 社会かながわ憲章の理念の普及に向けた取組

⑦ と も に生き る 社会推進事業費
神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例や憲章の理念を県民に浸透さ せる ため、 県内各

　 地域でのイ ベント 等において普及啓発事業を行う 。 ま た、 ホーム ページで障がい者団体等
　 の活動の情報発信を行う と と も に、 県のたよ り やポス タ ー掲示など様々な媒体を活用し た
　 広報を行う 。

4, 071万円

○ その他　 手話言語普及推進事業費など 13事業 1億9, 633万円

ウ 障がい児・ 者等の生活を支える サービ ス の充実
一部

⑧ 医療的ケア児等への切れ目のない支援
地域における 医療的ケア児等から の相談に対応する ため、 令和４ 年度に開設し た、 かな

　 がわ医療的ケア児支援・ 情報センタ ーに地域相談窓口（ ブラ ンチ） の設置等を 行う 。
5, 372万円

⑨ 県立特別支援学校における 医療的ケア児支援のための環境整備
特別支援学校に配置する 看護師を 増員( ４ 年度: 69人⇒５ 年度: 72人) する と と も に、 福祉

　 車両等によ る 通学支援を 拡充( ４ 年度: 10台⇒５ 年度: 40台) する 。
2億8, 146万円

重点３ 　 障がい・ 高齢福祉施策の推進

  　 当事者目線に立っ た障がい福祉の実現を目指し 、 中井やま ゆり 園を はじ めと し た県立障害者支援
　 施設の日中活動の充実等や意思決定支援の普及･定着の取組を実施する 。ま た、 「 神奈川県当事者目
　 線の障害福祉推進条例～と も に生き る 社会を目指し て～」 及び「 と も に生き る 社会かながわ憲章」
  の理念の普及を 推し 進める と と も に、 障がい児・ 者の障がい特性等に応じ た、 生活を支える サービ

ス のさ ら なる 充実強化に取り 組む。
ま た、 高齢者への適切な介護サービ ス の提供や総合的な認知症施策等を進める 。

区分

( 1) 当事者目線の障がい福祉の実現

２ 　 予算額　 　 １ ， ９ ９ ３ 億７ ， ２ ５ ３ 万円

新

新

新

新

新

新

新
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主な事業名及び事業概要 ５ 年度当初予算額

一部

⑩ 県立特別支援学校の新校等整備
特別支援学校での教育を 必要と する 児童・ 生徒の増加や、 国の特別支援学校設置基準制

　 定に伴う 受入れ枠不足に対応する ため、 新校等の整備に向けた設計等を行う 。
 （ 横浜市、 川崎市、 藤沢市等）

1億9, 158万円

○ その他　 障害者自立支援等給付費など 67事業 781億1, 125万円

エ 障がい児・ 者の社会参加や障がいに対する 理解の促進

⑪ 障がい者等の文化芸術普及支援
年齢や障がい等にかかわら ず、 誰でも 文化芸術を 鑑賞・ 創作・ 発表でき る 機会を 提供す

　 る ため、 すべての人が舞台芸術に参加し 楽し める 「 共生共創事業」 を実施する と と も に、
　 「 と も いき アート 」 と し て障がい者等のアート 作品を創作・ 展示する 場の創出等を 行う 。

1億　 172万円

○ その他　 障害者理解促進事業費など 11事業 5億3, 590万円

オ 障がい者の就労の促進

⑫ 障害者雇用対策費
障がい者の雇用と 職場定着を促進する ため、中小企業を対象と し た個別訪問や出前講座

　 によ り 相談支援等を実施する 。ま た、中小企業や障がい者就労支援機関を対象と し たフォー
ラ ムや研修のほか、 特例子会社の設立に関する 補助等を 行う 。

2, 688万円

⑬ 水産業福祉連携推進事業費
水産業の担い手を 確保する と と も に、 障がい者等の就労・ 雇用機会の確保を図る ため、

 市町等と 連携し 、 現場体験など の研修や専門アド バイ ザーの派遣を実施する ほか、 マッ チ
ングの場づく り や研究会を 開催する 。

1, 600万円

○ その他　 障害者就業・ 生活支援セン タ ー事業費など 12事業 3億1, 798万円

( 2) 高齢者支援施策の推進 1, 194億6, 995万円

ア 介護保険サービ ス 等の適切な提供と 介護施設等の整備に関する 事業

⑭ 介護給付費負担金（ 市町村が行う 介護給付等に要する 経費の一部負担） 1, 091億8, 385万円

⑮ 高齢者ス ポーツ 推進事業費
高齢者の社会参画や健康・ 生き がいづく り を支援する ため、 高齢者のス ポーツ や文化活

　 動の成果を発表する 「 ゆめかながわシニアフ ェ ス タ 」 を 開催する と と も に、 愛媛県で開催
 予定の全国健康福祉祭えひめ大会（ ねんり んピ ッ ク ） へ神奈川県選手団の派遣等を 行う 。

3, 223万円

○ その他　 特別養護老人ホーム 整備費補助など 29事業 93億7, 700万円

イ 介護従事者の確保等に関する 事業

⑯ 外国人介護人材受入施設環境整備事業費補助
介護施設等における 外国人介護人材の受入れを支援する ため、 施設等が行う コ ミ ュ ニ

ケーショ ンを 促進する 取組等に対し て補助する 。
918万円

○ その他　 介護未経験者参入促進事業費など27事業 7億5, 508万円

ウ 認知症の人や家族等に対する 支援事業

⑰ 認知症疾患医療センタ ー運営事業費
地域における 認知症疾患の医療・ 介護連携の強化を図る ため、 認知症疾患医療センタ ー

　 の指定を 増やし 、 専門的医療の提供や日常生活を継続する ための支援を充実する 。
3, 830万円

○ その他　 若年性認知症対策総合推進事業費など10事業 7, 429万円

1, 993億7, 253万円

【 ⑭、 ⑰】 福祉子ど も みら い局福祉部高齢福祉課　   課長　 垣中　 電話 045-210-4830

【 ⑪舞台】 国際文化観光局　 　 　 　 　   マグカル担当課長  中里　 電話 045-285-0760

【 ④、 ⑧】 福祉子ど も みら い局福祉部障害福祉課　 　 課長　 鳥井  電話 045-210-4700

【 ⑨、 ⑩】 教育局支援部特別支援教育課 課長　 片山　 電話 045-210-8214

【 ⑫】 産業労働局労働部    障害者雇用促進担当課長　 髙𣘺𣘺　 電話 045-210-5860

【 ⑮】 ス ポーツ 局ス ポーツ 課 課長　 田中　 電話 045-285-0791

【 ⑬】 環境農政局農水産部水産課 課長　 山本　 電話 045-210-4530

【 ⑤～⑦、 ⑪アート 】   　 福祉子ど も みら い局共生推進本部室 室長　 本間  電話 045-285-0736 

区分

合 計

問合せ先

備考１ 　 ( 1) イ その他の計1億9, 633万円のう ち、 ( 1) エ及びオと の重複（ 1億3, 504万円） を除いた額は6, 129万円

【 ②イ ンタ ーン、 ⑯】   　 福祉子ど も みら い局福祉部地域福祉課 　  課長　 河田  電話 045-210-4740
【 ①、 ②専門人材、 ③】 　 福祉子ど も みら い局福祉部障害サービス 課課長　 髙橋  電話 045-210-4702

　 ２ 　 ( 2) の計1, 194億6, 995万円のう ち、 ( 1) と の重複（ 7, 500万円） を 除いた額は1, 193億9, 495万円

新

新
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と も に生き る 社会推進事業費 

１  目的 

「 神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例 ～と も に生き る 社会を目指し て～」 や憲章の

理念を県民に浸透さ せる ため、 県内各地域でのイ ベント 等において普及啓発事業を行う 。

ま た、 ホームページで障がい者団体等の活動の情報発信を行う と と も に、 県のたよ り やポ

ス タ ー掲示など 様々な媒体を 活用し た広報を 行う 。

２  予算額 4, 071 万円 

３  事業内容 

( 1) 様々な媒体を活用し た広報                      1, 132 万円

県のたよ り やポス タ ー掲示など 様々な媒体を活用し 、 「 と も に生き る 社会かながわ憲

章」 の効果的な広報等を 行う 。  

( 2) 「 と も に生き る 社会かながわ推進週間」 における 集中的広報 607 万円 

タ ウ ン誌やポス タ ーの駅貼り など を 活用し た広報を集中的に行う 。

( 3) 企業等と の連携 635 万円 

ホームページで障がい者団体等の活動の情報発信を行う と と も に、 イ ベント 主催者と

マッ チングさ せ、 マッ チングし たイ ベント で普及啓発を 行う 。

( 4) 大学と の連携                            231 万円

大学生によ る 共生社会の実現に向けた取組を支援する と と も に、 その活動内容を 発表

する 機会を 設ける 。  

( 5) 「 と も に生き る 社会かながわ憲章」 の普及啓発物品の作成 373 万円 

イ ベント 等で配布する 広報グッ ズやチラ シ等の普及啓発物品を作成する 。

( 6) 津久井やま ゆり 園事件追悼式 882 万円 

「 津久井やま ゆり 園事件追悼式」 を実施する 。

( 7) 憲章の普及啓発のための地域イ ベント への参加   211 万円 

イ ベント に参加し て、 広報グッ ズやチラ シ等の普及啓発物品を配布する 。

問合せ先 

福祉子ども みら い局共生推進本部室 共生担当課長 小手  電話 045-285-0737 

( 1) 様々な媒体を 活用し た広報

ホームド ア広告

( 6) 津久井やま ゆり 園事件追悼式

モニュ メ ント での献花

27

7
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○新 ( 5)  障がいに対する 理解促進                       1, 047 万円 

障がいに対する 理解を促進する ため、 県が民間団体等と 協働で共生社会を 体感でき る 機会

を 増やすと と も に、 メ タ バース を 活用し た新たなコ ミ ュ ニケーショ ン の場を 創出し 、 誰も が

参加し やすい共生社会を目指す。  

一部○新 ( 6)  意思決定支援の普及・ 定着                          3, 985 万円 

意思決定支援の普及・ 定着のため、 新たに県内障害者支援施設に対し て専門家を派遣する 。  

ま た、 施設職員に対し て県版ガイ ド ラ イ ンに基づく 意思決定支援の実践研修を行う と と も

に、 研修参加に伴う 代替職員等の経費の一部を補助する 。

8
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【 令和５ 年度当初予算( 案)  事業内容】

№ 事業内容

1

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円
予 算 額 （ 案 ） 2, 590
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 2, 670

千円
△ 80

2

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円

予 算 額 （ 案 ） 40, 711

Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 40, 000

千円
711

3

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円

予 算 額 （ 案 ） 0
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円

予 算 額 12, 272
比 較 増 減 千円

△ 12, 272

4

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円

予 算 額 （ 案 ） 0
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円

予 算 額 1, 200
比 較 増 減 千円

△ 1, 200

5

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円

予 算 額 （ 案 ） 0
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円

予 算 額 10, 680
比 較 増 減 千円

△ 10, 680

6

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円
予 算 額 （ 案 ） 19, 858
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 24, 102
比 較 増 減 千円

△ 4, 244

7

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円
予 算 額 （ 案 ） 20, 000
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 0

比 較 増 減 千円
20, 000

8

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円
予 算 額 （ 案 ） 0
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 722

千円
△ 722

津久井やま ゆり 園意思決定支援推
進事業費

共生社会仕組みづく り 外出支援モ
デル事業費

比 較 増 減

津久井やま ゆり 園意思決定支援推
進事業費補助

障害者グ ループホーム 生活支援員
加配事業費補助

意思決定支援実践研修事業費補助

意思決定支援普及・ 定着事業費
　 意思決定支援の普及・ 定着のため、 県内障害者支援施設に対し て専門家の派遣、 障害福祉サー
ビ ス 等の従事者に対する 研修、 事例検討会の開催など を 実施する 。

　 意思決定支援の知見を 習得し ても ら う ため、 県が障害者支援施設職員に対し て「 県版ガイ ド ラ
イ ン」 に基づく 意思決定支援を 実践する 研修を行い、 研修参加に伴う 代替職員等の経費の一部を
補助する 。

比 較 増 減

細々事業名

共生社会推進諸費 　 共生社会の推進を 図る ため、 共生社会の推進に必要な執務用品の購入等を 行う と
と も に、 当事者目線の障がい福祉に係る 将来展望委員会の開催経費と し て委員謝
礼、 旅費など を 計上する 。

比 較 増 減

　 神奈川県当事者目線の障害福祉推進条例～と も に生き る 社会を 目指し て～や憲
章の理念を 県民に浸透さ せる ため、 県内各地域でのイ ベン ト 等において普及啓発
事業を 行う 。 ま た、 ホ ーム ページで障がい者団体等の活動の情報発信を 行う と と
も に、 県のたよ り やポス タ ー掲示など 様々な媒体を 活用し た広報を 行う 。

と も に生き る 社会実現推進事業費
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9 地域の支え合い仕組みづく り 事業費

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円
予 算 額 （ 案 ） 0
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 5, 890

千円
△ 5, 890

10

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円
予 算 額 （ 案 ） 26, 725

Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 24, 370
比 較 増 減 千円

2, 355

11

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円
予 算 額 （ 案 ） 1, 541
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 1, 656

千円
△ 115

12

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円
予 算 額 （ 案 ） 3, 544
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 3, 882

千円
△ 338

13

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円
予 算 額 （ 案 ） 4, 634
Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 0

千円
4, 634

14

Ｒ ５ 年 度 当 初 千円

予 算 額 （ 案 ） 5, 836

Ｒ ４ 年 度 現 計 千円
予 算 額 0

千円
5, 836

比 較 増 減

比 較 増 減

未来型障がい者就労支援等事業費 　 分身ロ ボッ ト を 活用し 、 障がい者を 県職員と し て在宅任用する 。

障がい者文化芸術普及支援事業費
　 年齢や障がい等にかかわら ず、 誰でも 文化芸術を 鑑賞・ 創作・ 発表でき る 機会
を 提供する ため、 事業所への相談支援、 人材の育成、 作品発表や舞台発表など を
行う と と も に、 「 と も いき アート 」 と し て障がい者等のアート 作品を 創作・ 展示
する 場の創出等を 行う 。

比 較 増 減

農福連携マッ チン グ 等支援事業費

比 較 増 減

　 あ ら ゆる 世代が障がいに対する 理解を 深める ため、 共生の取組を 県が団体と 協
働実施し 、 県民・ 団体・ 企業等の参加を 促すと と も に、 障がい者を サポート する
ボラ ン ティ ア隊を 新設し 、 障がい者と 共に活動する こ と で、 共生社会を 体感でき
る 場の創出を 図る 。

共生社会推進加速化事業費

と も いき メ タ バース 推進事業費 　 共生社会の実現に向けたメ タ バース の活用方法等について、 障がい者やひき こ
も り 経験者、 学識経験者、 行政によ る 研究会を 開催する と と も に、 試行的に障が
い者が作成し たアート 作品など によ る メ タ バース 美術館を 創設する こ と によ り 、
新たな社会と の接点を 増やす。

　 障がい者によ る 種ま き や収穫、 除草、 片付けなど の就農体験会（ お試し ノ ウ フ
ク ） を 開催し 、 農家と 障害福祉サービ ス 事業所等と のマッ チン グ を 促進する 。

比 較 増 減
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